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１．例　会………〈司会：プログラム委員会〉
　12：10　〈食　事〉

　12：28	 １．チャイム

　12：30	 ２．点　鐘 ……〈副会長〉

	 ３．開会宣言

	 ４．国歌斉唱

	 ５．ロータリーソング斉唱……奉仕の理想

	 ６．講師・ゲスト並びにビジター紹介

	 ７．副会長挨拶並びに副会長報告

	 ８．お祝い

（誕生日祝・結婚記念日祝・入会記念日祝）

	 ９．幹事報告

	 10．出席報告

	 11．委員会報告

	 12．ニコニコボックス報告

	 13．次週並びに次々週のプログラムの予告

	 　（２／10）……

	 　　クラブフォーラム（IM 実行委員会）

	 　（２／22）……

	 　　西三河分区インターシティ・ミーティング（IM）

	 　　13：30 ～リリオコンサートホール及び

	 　　　　　　 ホテルクラウンパレス知立

	 　　※２月17日㈪の例会変更です。

２．クラブフォーラム………〈国際奉仕委員会〉

　13：00　卓話「地域日本語教室や文化の交流等の

	 　　　活動に至ったきっかけ」

	 講師　元米山奨学生

	 　　　ウプレティ・レサム・バハダル  様

（紹介者　出口　達也  会員）

	 14．謝　辞

	 15．点　鐘……〈副会長〉

	 16．閉会宣言

　13：30	 17．散　会

出 席

会員総数　95名　　出席免除　24名

出席義務者＋免除者の内例会出席者　85名

欠　席　13名　　出席率 84.71％

前々回（１／20）の修正出席率 100％

副 会 長 報 告

１）米山記念奨学会より、49回目の米山功労クラブ感

謝状が届いております。

２）RI ロータリー財団より、ポールハリスフェロー

のバッチ、感謝状が届いております。

　３回目　毛受　　豊  会員

　２回目　兵藤　文男  会員

　２回目　今村　　順  会員

　１回目　藤井　邦彦  会員

　１回目　杉浦　守康  会員

３）１月20日ご欠席の嶋津孝久会員に米山記念奨学会

より22回目の米山功労者の表彰状が届いております。
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幹 事 報 告

１）米山記念奨学会と日本ロータリー財団の寄付金の

領収書をメールボックスへ入れさせて頂きました。

副会長あいさつ

佐野　眞琴

　皆さんこんにちは。本日は２回目

の会長の代理の挨拶をさせて頂きま

す。

　今日は24節季の「立春」です。暦

の上では今日から春ということにな

ります。立春は２月４日が例年です

が、３日が立春になるのは明治30年

以来124年ぶりとのことだそうです。

　暦の上では春といっても 実際にはまだまだ寒いです

ね。学生の頃に音楽の授業で習った「早春賦」という唱

歌がありました。その中の歌詞に「春は名のみの　風の

寒さや。」があります。この歌詞は、信州の安曇野地方

の早春の光景から作られたそうですので、早春は本当に

寒かったことと思います。

　この地域も今週は強い寒波が来るようですし、まだま

だ寒い日が続きます。インフルエンザもまだ猛威を振

るっていますので、皆様には改めて暖かくして 健康に

ご留意頂きたいと思います。

　さて、本日は万博、正式には万国博覧会のお話をさせ

て頂きます。

　2005年に愛知県の長久手で、愛地球博が開催されて、

はやいもので今年でちょうど20年になります。そしてこ

の４月には大阪で、大阪関西万博がスタートします。

　ここで万博の歴史を紐解いてみますと、1851年ロンド

ンで開催されたのが第一回となります。1889年にパリで

開催された万博の時に、エッフェル塔が建設されたのは

皆さんもご存じのことと思います。

　日本と万博のかかわりは、1862年のロンドンの万博

に遣欧視察団が視察したのをはじめとして、1873年の

ウィーンの万博からが公式の参加となります。

　日本での開催は、1970年の大阪万博が初めてで、テー

マは人類の進歩と調和、太陽の塔やアメリカ館の月の石

などが大変評判となり、月の石を見るために６時間の行

列ができたニュースなど、皆さんも並ばれたことを思い

出すかたもみえるかもしれません。

　日本での開催は、このほかにも75年に沖縄で開催の沖

縄海洋博、85年には筑波で科学技術博覧会、90年には大

阪で花と緑の博覧会、そして2005年の愛・地球博と続き

ます。これまでに５回も開催されているんですね。

　さて20年ぶりに日本で開催される大阪・関西万博です

が、会場は大阪の夢洲（ゆめしま）、埋め立て地で何も

なかったところですが、先日には地下鉄も開通しました。

建設中の会場がニュースにもなっていますので、ご覧に

なっている方も多いと思います。

　開催期間は、４月13日から10月13日までの184日間で

す。開幕までもう60日を切りました。

　テーマはいのち輝く、未来社会のデザイン。サブテー

マは「いのちを救う、いのちに力を与える、いのちをつ

なぐ」です。

　公式キャラクターは、テレビなどでご覧になっている

と思いますが、少しグロテスクなイメージですが、名前

はミャクミャクで、細胞と水が一つになって生まれた不

思議な生き物。なりたい自分を探して色々な形に姿を変

えるそうで、人間をまねた姿が今の姿だそうです。

　パビリオンは、アメリカ館など海外からの出展、国内

の出展、それにいのちをテーマに考えた、シグネーチャー

パビリオンからできているそうです。

　チケットは通期の入場券は３万円、あとは時期ごとな

ど、色々な種類のチケットが用意されているようです。

　現在のところ、まだまだ予約も進んでいないところも

あるようですのでご訪問を検討頂けたらと思います。

　以上で本日のご挨拶とさせて頂きます。

お 祝 い

２月の会員の誕生日…盛田豊一、橋本恭典、中林久美、

伊藤節夫、池田直樹、加藤大志朗、石川友美、佐野彰

彦、岡本知樹会員。

配偶者の誕生日…野村弘子（重彦）、杉浦光子（芳一）、

岡田敦子（行永）様。

２月度結婚記念日…市川裕大、中川耕児会員。

２月度入会記念日…神谷光義、加藤真治、市川裕大、神

野公秀、杉浦文雄、豊田貴久会員。

クラブフォーラム

卓話「�地域日本語教室や文化の交流等の

活動に至ったきっかけ」

 講師　元米山奨学生　　　　　　　　　

ウプレティ・レサム・バハダル  様　
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